
●応募のあったものの中から、もっとも見ている人が保護犬、保護猫
との楽しい暮らしを想像できるものを３点選定します。

●選ばれた作品３点は、作品を印刷したガラスフォトプレートを贈呈し
ます。なお、受賞作品に人物加工が加えられている場合は、追って連絡し、加工が
加えられていない写真を基にガラスフォトプレートを制作します。
●審査結果は10月6日(日)のイベント会場で発表します。横写真12点を選定し、一般
財団法人滋賀県動物保護管理協会が作成するカレンダーに使用します。

審査委員

その他●応募者の居住地は県内外を問いません。●応募された写真は返却いたしません。●応募された写真は本イ
ベント終了後も本県の動物愛護関連業務で無償で許諾なく使用する可能性があります。●応募多数の場合は『うち
の子写真展』で展示されない可能性があります。※応募作品は写真展で使用された写真・エピソード以外についても
上記の本事業のSNSアカウントで公開させていただきます。なお、事務局が本イベントの趣旨にそぐわないと判断した作
品は掲載しません。●本事業の公式アカウントで本イベントの周知活動に活用することに承諾いただきます。●二重応
募（同一の作品を複数のコンテストに応募すること）、または類似した作品の応募は認めません。●他人の著作権、肖
像権を侵害するような行為が行われた場合、それに関する責任について当県は負いません。●応募者のSNSでの投
稿内容やそれにかかわるトラブルに関し、当県は一切責任を負いません。●18歳未満の方は保護者承諾が必要で
す。応募された時点で保護者の承諾があるものとみなします。●詳細は滋賀県HPイベントページにてご確認ください。
　

①Facebook公式アカウントのページに写真とエピソードを添えて投稿。
②Instagram公式アカウント「shigadogscats」またはTwitter公式アカウント「shigadogscats」
をフォローし、ハッシュタグ「#犬猫うちの子写真展」をつけて写真とエピソードを添えて投稿。
③郵送で「うちの子写真展」事務局あて送付。郵送は、様式は問いませんが、読みやすい文字の大
きさで丁寧にお書きください。
④メールを「うちの子写真展」事務局あて送付。写真を添付いただき、本文にエピソードをご記入ください。

～ふれてみよう、保護犬・猫との豊かな暮らし、新しい家族のかたち～

～ふれてみよう、保護犬・猫との
         豊かな暮らし、新しい家族のかたち～

「うちの子写真展」の
写真およびエピソード募集

あなたの元保護犬、保護猫との
豊かな暮らしが伝わる写真
およびエピソードを募集します。
応募いただいたエピソードと
写真は下記イベントにて展示
させて頂きます。

内　容： うちの子写真展
犬猫に関する講習会・ワークショップ
もしもの時のペット防災ワークショップ

場　所： イオンモール草津 イオンホール（２F）
　　　  滋賀県草津市新浜町300
アクセス： 名神高速道路「大津IC」を下車

京滋バイパス「瀬田東IC」を下車
新名神高速道路「草津田上IC」を下車

　

令和6年 10月27日(日) ・11月10日(日) 11:00～15:00
場所： 動物保護管理センター
　　  〒520-3252 滋賀県湖南市岩根136-98

主催：滋賀県健康医療福祉部生活衛生課　 後援：公益社団法人滋賀県獣医師会
共催：一般財団法人滋賀県動物保護管理協会

募集期間 令和6年 ７月22日（月）12：00から８月23日（金）24：00まで
　

募集期間 令和6年 0月00日（火）12：00～0月0日（金）　 対   象

審査について

※郵送の場合は締切日必着

開催イベント情報

令和6年　10月6日 (日 )　

いぬ・ねこ・にんげん　
                       しあわせフェスタ

●詳細はこちら
　滋賀県ホームページ イベント情報　

11:00～15:00

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/eiseiaigo/332744.html

応募方法 下記①から④のいずれかの方法でご応募ください。
応募にあたって応募者の住所、氏名は必要ですが、公表しません。
ペット名、応募者のペンネームは公表します（匿名も可能）。

応募者が実際に元保護犬、保護猫と暮らすなかで体験した内容をお書きください。（およそ100字以内）

＜景品イメージ＞

応募者：さぶちゃんの飼い主

       
  滋賀県在住

ペット名：さぶちゃん
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写真家　たきちみさと氏
（公社）滋賀県獣医師会会長　石田龍一氏
（一財）滋賀県動物保護管理協会副理事長　山中幾治氏

Facebook XInstagram

Facebook  
 https://www.facebook.com/shigadogscats/
Instagram    
https://www.instagram.com/shigadogscats/
X  
https://x.com/shigadogscats

メール　info001@kyoto.email.ne.jp
郵　送   〒604-0857 京都市中京区烏丸二条上る蒔絵屋町256　
     　     ㈱関広内　うちの子写真展事務局　宛

応募先

● 元保護犬、保護猫（※）を被写体としたもの。
   （※）都道府県の動物保護管理センターや保健所、動物愛護団体から引き取った犬、猫を指します。
● 応募者が撮影したもの。 ●人物が写っている場合、本人の許可を得ているか、
人物が特定されないよう加工が加えられているもの。

● 見ている人が保護犬、保護猫との楽しい暮らしを想像できるもの。
● 複数枚応募可能です。   ● 1枚当たり1MB以上を推奨いたします。
● 被写体が存命か否かは問いません。　● 撮影日は問いません。
● 他人の著作権、肖像権を侵害するものでないこと。 ● 特定の企業、個人、団体
などを中傷するものや、プライバシーを侵害するものでないこと。

①写　真

②エピソード
● 「楽しい、面白い、心がほっこりする」内容。
●上記に加え、可能ならば「楽しいだけでなく、不安や悩みなどを踏まえたより
充実した犬猫との関わり生活を送っている」ことが伝わる内容。

保護犬・保護猫の飼い方  講習会・譲渡会


